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ガルデン® LS/HS 
気相はんだ付け流体
ガルデン® LS/HS は、気相はんだ付け（VPS）加工専用に設計さ
れた完全フッ素化流体の製品群です。分子量分布の範囲が狭く、

炭素とフッ素の結合が非常に強力であり、エーテル結合が柔軟で
あることから、ガルデン® LS/HS は VPS に理想的です。

特長 利点
沸点が異なる多様なグレード 
から選択可能

幅広い使用温度範囲により最適な VPS 加工を実現

分子量分布の範囲が狭い 加工の安定性と再現性が最大
沸点のドリフトがない

蒸発潜熱が低い
蒸気密度が空気よりも大きい

乾燥が急速で残渣を発生しない
予備加熱と加熱のプロセスを不活性雰囲気内で実施

熱的／化学的安定性に非常に優れる
材料との適合性に優れる

組み立て材料の腐食や反応がない
分解残渣が生成されない

引火点と燃焼点がない
自己発火点がない
爆発の危険がない

安全性が向上
高温で安全に使用できる

CF3 – （OCFCF2）n – （OCF2）m – OCF3

CF3

鉛フリーの気相はんだ付け
RoHS（特定有害物質使用制限指令）は「鉛フリー」とも呼ばれま
すが、この指令は他の 5 種類の物質にも言及しています。

• 鉛

• 水銀

• カドミウム

• 六価クロム

• ポリ臭化ビフェニル（PBB）

• ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE）

鉛に特に重点が置かれています。鉛は人体に悪影響を及ぼすだけ
でなく、環境に蓄積し、植物、動物、および微生物に急性的ある
いは慢性的な影響を及ぼすことがあるので、鉛が環境に放出され
ることは問題です。RoHS により、電子機器製造会社は鉛フリー

の機器を製造し、提供する必要があります。その最初の取り組み
の 1 つとして、鉛フリーのプリント基板（PBC）の開発がありま
す。はんだ加工業者は従来、約 60 % のスズ（Sn）と約 40 % の鉛
（Pb）を使用していました。現在、はんだの代替材料が研究されて
おり、鉛の一般的な代替材料として銀（Ag）、銅（Cu）、およびビ
スマス（Bi）があります。ただし、これらの代替材料には大きな課
題があります。融点が高いことです。従来のスズ／鉛のはんだは
約 180 ̊C で融解しますが、鉛フリーのはんだの融点は約 227 ̊C 
です。はんだの温度、および加熱が、PCB 組み立て業者の現在抱
える問題です。
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ガルデン® LS/HS の気相はんだ付け用のグレードは、鉛フリー
の加工を実現するための優れた選択肢です。 

• ガルデン® LS/HS 流体は RoHS に適合しており、欧州で販売
可能です。

• ガルデン® LS/HS 流体は広い温度範囲に対応し、260 ̊C ま
での温度で鉛フリーの加工が可能です。

• ガルデン® LS/HS 流体は、蒸気温度が安定しているため、過
熱を防止できます。

特性 単位 LS200 LS215 LS230 HS240 HS260

沸点 ˚C 200 215 230 240 260

密度 g/cm3 1.79 1.80 1.82 1.82 1.83

動粘度 cSt 2.50 3.80 4.40 5.30 7.00

蒸気圧 Pa 21 12 3.4 1 1

比熱 J/Kg·̊ C 973 973 973 973 973

沸点での蒸発潜熱 J/g 63 63 63 63 63

熱伝導率 W/m·̊ C 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

熱膨張係数 cm3/cm3·̊ C 0.0011 0.0011 0.0011 0.0011 0.0011

表面張力 dyne/cm 19 20 20 20 20

絶縁耐力 kV （2.54mm gap） 40 40 40 40 40

誘電率 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

体積抵抗率 Ωcm 1 x 1015 1 x 1015 1 x 1015 1 x 1015 1 x 1015

平均分子量 amu 870 950 1,020 1,085 1,210

気相はんだ付け（25 ̊C における主要特性）
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MSDS（製品安全データシート）をご希望のお客様は電子メールでご請求いただくか、または弊社の営業担当者へご連絡ください。弊社製品をご使用になられる場合は必ず事前に該当の MSDS をお
取り寄せの上、ご検討ください。

弊社または関係会社は本製品および関連情報につき、明示または黙示を問わず、いかなる権利を許諾するものでもなく、またそれらの市場適応性および使用適合性を含め、いかなる責任も負いかねま
す。ソルベイグループの製品が、食用、水処理、医療用、薬用および介護等の用途に用いられる場合、かかる使用が関係法令もしくは国内外の基準またはソルベイグループの推奨に基づいて制限また
は禁止される可能性があることにご留意ください。埋め込み型医療機器としてお使いいただけるのは、Solviva® の生体材料群として指定された製品だけです。本情報および製品の使用につきまして
は、あくまでもお客様ご自身の判断と責任において、かかる情報および製品が特定の用途に適しており、関係法令に適合していることをご確認頂き、使用方法や知的財産権の侵害のリスクなどをご検
討のうえ、ご使用くださるようお願い申し上げます。本情報および製品は専門家の慎重な判断および責任において利用すべきものであり、他の製品や工程と組み合わせて利用することを想定しており
ません。本文書は特許権その他の財産権に基づく実施権をお客様に付与するものではありません。本情報はあくまでも標準的な特性を説明したものであり、仕様を述べるものではありません。

すべての商標および登録商標は、ソルベイグループまたは他の該当する所有権者に帰属します。
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